
(1)DREAMBee Study[GDM-PO]：妊娠糖尿病の妊娠転帰調査

(2)DREAMBee Study[DM/Overt-PO]：糖尿病および“妊娠中の明らかな
糖尿病（Overt diabetes in pregnancy）”合併妊娠の妊娠転帰調査

日本糖尿病・妊娠学会では、国内における糖代謝異常合併妊娠の多施設前向き観察研究を2016年から実施しています。
この研究は、日本における糖代謝異常合併妊娠の実態を明らかにし、さらに母児の予後へ及ぼす影響について検討し、
糖代謝異常合併妊娠の妊娠転帰の改善のみならず女性および次世代の糖尿病発症予防に寄与することを目的としています。
現在、参加登録施設を募っています。下記をご覧頂き、是非、DREAMBee Studyにご協力いただけますよう、ここにお願い申し上げます。

一般社団法人 日本糖尿病・妊娠学会理事長 平松祐司

（Diabetes and Pregnancy Outcome for Mother and Baby Study）
妊娠糖尿病・糖尿病合併妊娠の妊娠転帰および

母児の長期予後に関する登録データベース構築による多施設前向き研究

お問合せ先
DREAMBee スタディ事務局 荒田 尚子・杉山 隆・守屋 達美
国立研究開発法人 国立成育医療研究センター内
糖尿病と妊娠に関わる科学的根拠に基づく医療の推進のプロジェクト事務局

E-mail:dreambee@ncchd.go.jp

DREAMBee Study 概要

詳細は左記サイトをご覧ください。
資料開封パスワード：
dreambee2013

http://www.dm-net.co.jp/jsdp/research/

mailto:dreambee@ncchd.go.jp
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